
Nラッカー鮪油債権詰の開催試験  
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旨r  

■  ■■’‾Y－t ▼J′●‾′J ヽ‾trコ■‾▼∴‾■■′  ，  

1950年の10月に水工で 

共に繹内聞の状態をも調査した。  

箆∴骨対照試験とじてCエナメル陣に就いても同時に同様の辞断行った。  
鈍試験曜詰の製造  

A試験空確の製作（昭和25年10月8日於清水工場）  
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＃4001逸料  

日鉄コール下1散晶9）封虔  

CancoCoatingmaCbine使用  

胴・天地共に38〇OF20分  

● 胴用  4レ4鴫（10呼方解当）・  

天地用・32－35〝（ 〝  ）  

（昭和2坤10月9日於興津食品株式会社）  
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一 便用漁料   

下 位用7■リキ  
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近海浄凍物のWhitemeatでフアン◆シーA放と月放とに分類  イ 原  料  

めた。  

肉質のPH・A級 5・6  

月級  6．0   

鮪 肉   167瓦  

綿実油  37〝  

食 塩  3〝  

0型バキュームシーマー（15吋真空）で巻締7封産卵分の加熱殺菌  

ロ 肉  詩  

′
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ハ 巻締、・殺菌  

行つナニ。   

Nヲツカー曜  1函  

Cエナメル耀   ．1函  

」 （Cエナメル健は当時のエ場製品を使用した）  

三 出 来 高  
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2．開確試験東泉  

一 試験曜詰は約きケ月間皇温に貯蔵して後本年5月30よ少閑囁し窄め6朋3日に終了したこの   

日に2耀宛（Nヲ・ツカーとCエナメル各1條宛）開催試験した試験順序次の如し   

1．真空度測定，・関碓   

2．傾斜法厚より∵液汁を分別す   

3．肉質については褒詞官能検査を行い次に硫化物、及揮発性塩基の含有量を測定す  

ヰ．◆内容油の酸価測定   

5．耀内面の異変や塗膜の状態を裾べる   

内申の硫化物及揮発性塩基の測定法は次の如く行った   

硫化物定量法  

血my氏の方法に依った即ち乳鉢にて均一贋渡せる試料25瓦を昇一図aのCylinderに採取し  

50c．c．を加える、100c．c．容Flaskb．c．には予め0．6％の醸酸亜鉛溶液をそれぞれ、bに3叫  

20．cc．容れて置き図の如く気密に装置を連絡する、次に漏斗dより1：1の塩酸50c≠．を流  

ンベより炭酸瓦斯をZO分間通ずるこの際炭酸瓦斯を通ずる庄カはeの如き装優によ  

庄400皿・m．た保たしめる、かくして所要時間通気壊寧・Cの各受器の酪酸亜鉛溶液を100c．  

スフヲスコに移し洗液液と合して約90c・ぐ・となる様にする、次に之にヂメチール、パヲ、  

⊥レン、ダイアミン塩酸膵液5亡．C．と0．02Mの過クロール鉄1cふを加えてメチレンプリユ  

色せしめ1時間以上放置複素溜水にて10Dc．c．とし濃度耽知の硫化水素模準溶液と比色  

料中より遊馳して来た硫イヒ物を硫化水素として安田した   

揮発性塩基の定量法  

乳鉢にて均一た虐政せる試料25瓦を第二図の1立春フラスコaに採り幕溜水150c．c．を以  
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第丁図 硫化物定食装置  

み次でマグネシヤ5瓦を加え再び蒸溜水100c・C・を流下して蒸溜水の添加全量を250c．c．とする。  

かくして硝子管cと冷却管bと．を連結し冷却管の下部はN／10鞄SO425c・C・を容れたる溜田液容  

器eと連結せしむ。  

紆毛細管短H占SO4を容れたる空気洗准瓶と連なりgはmanometerと連絡する。 ‥‡．ヽ  
以上の準備操作が終れぼⅠの温浴を500Cに調節しアスビレークーにて吸引レ疲圧慶60m叫こて  

40分間幕溜を相続し幕溜終ればLの活栓を閉ぢ装置内が常圧となるのを待ってEの橙を外し冷 

郵管の内部を洗渡し容韓咋のN／ION2SO4液をN／10NaOHにて滴定し、玄に消費された  
・  

‡∴るNハONaOH量よ鋸試料中の揮発性塩基量を求めNH8として算出した。  
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第二図 揮発生塩基定魚醤置  
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参考の為数魂の饉譜について太溜忙よる統イヒ物の定鼓を行った結果次の如し  

失韓多いものにほ多い  

Ålmy氏の方港は加熱せずして碕  
継■ 齢三  肉 質中  液 汁 中   

カニ水煮   彪Om．mg％   190m．ng％   

陛 〝   330   

鮪油辞（オリーブ油）   22   

鮪プライソ   8＞   

鰹油菅   8＞   

物を追出す方法であるが変法と  

畢々行はれる加熱による方浜で  

油津でも多量の硫化水素が定量  

るものである。  
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4．表中符号の鋭明   

経内面の黒変  

○  黒変無し   

＋（S） 

＋（R）巻締部些々黒変  

＋（b）僅かに変色（褐色）  

途膜の透明化   

○  

＋  

＋＋   

＋＋＋   

無  し  

金i哲横の‡io以下   

〝 ‡io以上 鴇以下   

〝 ‡色 〝 ‡島 〝   

ヰ＋＋（W）   ク  ク  〝  漁膜自化   

途膜の剥離皮●   

○ 爪：先で擦するも剥離せす   

＋ 爪先で摸すると稚剥離す  

－ ＋＋ 〝  相客易に剥】牲す  

お 内容肉質の官能検査  

各開醜毎にⅣヲツカー陣と0エナメル終に付其内容肉質の香味検査を待った、香気は  

エナメル躍は温和であったがⅣラッカー醍の方は稚魚臭が強く感じられた。味  

ど相違が簸められなかった  

命各韓料3練宛を日本縛畜場会清水検査所に送り品質検査を節税したこ其報告啓の申  

査の項を改革すると次の如くである（26年6月9日検査）  

－∴58 ＿   



■一 標本番号  塗  料  詰めた肉質  真空度  肉  質    香 味 亀 沢   u   

1   N ラツ カ 【   A   1．5   2．5  2．5  3】   

2   〝   ノケ   5   2．5  2．5  3l   

3   ノγ   〝   0．5   2・  2．5  3l   

4   C コニ ナ メ ル   〝   4   2．5  3I  3】   

5   〝   〝   7   2．5  3I  3】   

6   〝   〝   4   2．5  3】  3I   

7 7 N ラ ツ カ ＿   B   ■ 3．5   2  2．5  3l   

8   〝   〝   1．5   ．2  2．5  3l   

9   〝   〝   2．5   2  写．5  2．5   

10   C エ ナ メ ル   〝   6．5   2  3t  3】   

11   〝   〝   2．5   2  3I  3I   

12   〝   〝  2   2  3l   3l   

ー
t
 
＼
 
 

劇評（1）香気はNラッカ十耀の方が重苦しい感があってよくないが致命的に悪くはない   

（2）肉の昧、邑にほ大なる相違ほ認めらかない   

（3）7■－8中肉質ほぜい弱でもろい  
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注総括並に考察  

以上試験結果を級席し且考察すれば次の如し  

てて■（1）Ⅳラッカー腫と0エナメル縛に同時に鮪油津をバックし約8ケ月間放置後に開醸して繕内   

而途膜の状態卑内容物に付試験した  

▼（2）内容油の酸価及内容肉質中の硫化物と揮発性塩基含有量の平均次の如し  

即ち何れも大した相違が無い  

ざ）肉中硫化物（Sulf阜deSulphur）の含有量はカニや鮭の摩㌧仁ルドに比べ想意外に少なく何れ  

・も痕跡で零に近かった（Almyの頗準測定法による）この少ない原因については色々な事が考  

られるが明かでない、とにかく興味ある問題であると息う  

）紘内聞の・異変ほⅣラッカー経では其半数番が胴SideSeamの新曲部の一部に0エナメル  

では大部のものが魔のR部に何れも僅かに異変由認められた外は異変らしい黒変は見当ら無  

－ 5夕 一－・  
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かった、  

軋てⅣラッカー師ドンームの異変は塗膜が 
酎ぎたのでCrackが起つ趨こ仰  

のであるから榛準塗膜量（35砥）であれば超らないのである  

叉0エナメル底のR部の黒糾その僻が何等か 
の猷陥によって削げた為に起ったものであ  

棚  
から之も防止出来る  

がNラッカ牒で20掛醐恥」 躍、Cエナメル経で  
借黒変でほ無いが雀数粍の褐色点  

経と底に6練見られた  
いても剥離抑るも加1障も掛った湧 ：I  

（5）Nヲツカー野砲慶に変り軌冊で引接  cエナメル陣で納れも経胴の塗膜ほ部卿二多少共透明化されてお・りその個処を爪先ですl頚                                                                                                                                                      ′J」 ■・  

去慧…芸こ脚二白鍵模様が見られた  
かったがNラッカー陣に詰めたもの一千鱒 

（6）セエナメル醸の鴨肉質の香気は混和で良 
いからである  

肇  

強かつた、これはNヲツカ→洛膜ほC エナメル法涙の様に吸着性が無  

味の点では雨着に大差が革かつた  

ラッカ離 ナメル終に勝るが細 
佃を要するに準膜の醸さの点ではN 項                                                     、≒  
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の点で頼劣る  
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